
メディアワークショップ　自己評価表1

学⽣番号 ⽒名
基礎段階の学習者	 ⾃⽴した学習者 熟練した学習者

A1 A2 B1 B2 C1 C2
プロジェクト
の達成度

記録能⼒ 記録は⾯倒だけ
ど、⼤切なことだ
と意識はできる。
（SNSにも少しだ
け記録をしようと
思っている。）

抜けはあるが記
録してみて、便
利なことだと意
識している。

プロジェクトを進
める時、記録を残
すと他のメンバー
にも伝わり、仕事
がはかどることが
理解できる。

プロジェクトを進
めるには記録を残
すことが⼤切で、
チームを動かすこ
とができると充分
理解できる。指⽰
されれば、基本計
画書、役割分担表
などは話し合いな
がら作成できる。

プロジェクトに必
要な書類があるこ
とが理解できる。
書類を⾃発的に揃
えることの意味が
かんぺきではない
が理解できる。i-
TanQの活⽤で仕
事が楽になると意
識できる。プロジ
ェクトの進⾏度合
いによって、スケ
ジュール表を修正
することができ
る。

プロジェクト基本
計画書、役割分担
表、スケジュール
表、WBS、ガント
チャート等の書式
を充分理解して、
書類を作成するこ
とができる。SNS
での作業報告もi-
TanQを活⽤して
全て漏らさず記録
することができ
る。

A1 A2 B1 B2 C1 C2
情報共有能
⼒

情報を発信しただ
けでは充分ではな
いとおぼろげに感
じている。情報を
伝えることは⼤切
な作業だと意識は
している。

SNSや、電話、メ
ール等を通じ
て、⾃分の作業
報告をすること
ができる。

⾃分の作業報告を
チーム内の⼈が⾒
える状態で残す事
ができる。

チーム内の全員に
⾃分の作業状況が
伝わるように⼼掛
けた報告ができ
る。

チーム内での情報
を、SNS、メー
ル、電話、⾯談等
を通して充分共有
でき、整理するこ
とができる。

チーム内での情報
を、SNS、メー
ル、電話、⾯談等
を通して充分共有
でき、間違いなく
伝える事ができ
る。

A1 A2 B1 B2 C1 C2
コミュニケ
ーション能
⼒、チーム
ワーク能⼒

プロジェクトの進
⾏を妨げずに作業
ができる。なんと
なくみんなで協⼒
できている。現状
の作品をみんなと
協⼒してつくれて
満⾜できる。

プロジェクトは
常にうまくいっ
ていると意識で
きる。チーム内
での⾃分の⼒の
位置づけがで
き、協⼒するこ
とができる。

プロジェクトには
若干の問題点があ
ると把握できる。
チーム内の仲間の
⼒を把握すること
ができる。現状の
作品の問題点を⾃
分で把握できる。

プロジェクトの途
中で予想外の問題
が起きた時の問題
解決の努⼒ができ
る。チーム内の仲
間の⼒と⾃分の⼒
を把握することが
でき、合わせるこ
とができる。現状
の作品の問題点を
把握してチームで
共有することがで
きる。

プロジェクトの途
中で予想外の問題
が起きた時に、⾃
分では問題解決し
ようと思うことが
できる。チーム内
での⾃分の⼒を活
⽤して他のメンバ
ーに影響を与える
ことができる。作
品の「改善」を少
しだけこころがけ
ることができる。

プロジェクトの途
中で予想外の問題
が起きても、積極
的に問題解決に協
⼒することができ
る。チーム内の仲
間の⼒を充分引き
出すことができ
る。常に「改善」
を⼼掛けて、チー
ム⼒を向上させる
ことができる。
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学⽣番号 ⽒名
基礎段階の学習者 ⾃⽴した学習者 熟練した学習者

A1 A2 B1 B2 C1 C2
作品の質 伝達性 作品で伝える事が

まだはっきりして
いないが、何かを
伝達しようと思っ
ている。

作品で伝えたい
ことを⾃分では
っきりと理解で
きる。

作品で伝える事を
⾃分では理解でき
るが、⼈に伝える
ことは難しい作業
だと意識できる。

作品で伝える事を
視聴者を意識して
作品に意識的こめ
る事ができる。

視聴者にうまく伝
えるには伝統的⼿
法を学ぶ事も⼤切
であると把握でき
る。

視聴者を意識し
て、伝統的⼿法も
取り⼊れて、作品
にこめる事ができ
る。

独創性　
（⾃分度）

充分とは⾔えない
が、独創的スタイ
ルをこめた作品作
りを⺫指せる。

独創的スタイル
を⾃分ではっき
りと意識するこ
とができる。

独創的スタイルを
追求できるが、⼈
にうまく伝えるの
は難しいことだと
意識できる。

独創的スタイルを
作品に充分こめる
ことができ、視聴
者に訴えることが
できる。

独創的スタイルを
浮き上がらせる為
に、伝統的⼿法を
活⽤することが⼤
切だと意識でき
る。

伝統的⼿法を充分
踏まえながらも，
独創的スタイルを
導⼊して浮き上が
らせる事ができ
る。

学⽣番号 ⽒名
基礎段階の学習者 ⾃⽴した学習者 熟練した学習者

A1 A2 B1 B2 C1 C2
全体を通して 学びの継続

性
なんとなくこの学
びの意味が理解で
きる。

この学びが求め
ている⽅向性、
ポイントが理解
できる。

この学びが少しだ
け⾃分で理解で
き、整理すること
ができる。

この学びを⾃分で
は充分理解でき、
学びを深めようと
努⼒できる。

この学びを少しだ
け後輩にも伝える
ことができる。

この学びを充分把
握でき、後輩にも
間違いなく伝達で
きる。

著作者：柳沢富夫 
改定：2018年12月18日

関東学院⼤学⼯学情報ネットメディア⼯学科 
映像クリエーションコース 

Media Workshop Rubrics 
2013年4⽉11⽇ 
⾮常勤講師　柳沢富夫


